
 

様式 C-7-2 

自己評価報告書 

 

平成２２年３月３１日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究代表者の専門分野：地震工学，耐震構造 
科研費の分科・細目：建築学・建築構造・材料 
キーワード：軟弱地盤，複合基礎，産業廃棄物，減衰性能，常時微動，Ｈ／Ｖスペクトル，植

栽基盤，地震応答 
 
１．研究計画の概要 
 本研究課題は，軟弱地盤域の構造物の地震
時応答を低減させ得る合理的な複合基礎の
提示を目標としている。一般的に耐震設計の
観点から軟弱地盤は良好な設計条件と見な
されないが，地盤と建物との動的相互作用の
基本的な特性（一般的に剛で大きな構造物ほ
ど，また地盤剛性が低いほど逸散減衰定数が
増加する）を逆手にとれば，上部建屋の応答
を低減し得る合理的な基礎の設計が可能と
考えられる。ねらいとしては，軟弱地盤の欠
点である地盤剛性の低さを利用すると共に，
建物周辺の駐車スペースや緑化スペースを
結合した大きな平面形状を持つ複合基礎を
建設し，高い減衰性能を有した下部構造の実
現を図る。具体的には，上部建屋直下に位置
する基礎構造を支持する地盤材料として，圧
縮強度が高くある程度の減衰を有する建設
副産物を再利用した材料の開発を目指す。ま
た，駐車スペースや緑化スペース部には，植
栽基盤に適用が可能な地盤材料の開発を目
指す。本研究は，この点からも環境への貢献
が期待できるものである。 

研究初年度は，(1)繰返し三軸試験機の整
備，(2)最終的に提案しようとする複合基礎
の動的相互作用解析の２つのサブテーマに
関する研究計画を立てた。次年度は，(2）の
継続のほかに(3)植栽減衰ブロックおよび高
剛性減衰材の調配合と繰返し三軸試験，およ
び(4)軟弱地盤の常時微動測定の２つのサブ
テーマを掲げた。３年度目は，それまでに得
られた知見に基づき，サブテーマ(2)，(3)お

よび(4)に関する研究継続と共に，高剛性減
衰材試験のために不可避な CD 試験および CU
試験のために三軸試験機に取り付ける三軸
圧縮載荷試験駆動装置の増設を計画した。 
(1) 繰返し三軸試験機の整備 
既存の三軸セル室を繰返し挙動が可能な三

軸試験機に転用するための整備を行ない，次
年以降の本試験に向けた予備試験を実施する。 
(2) 複合基礎の動的相互作用解析 
提案する複合基礎全体としての地震時の挙

動について，３次元薄層法に基づく解析ツー
ルを用いて解析面から検討する。 
(3)植栽減衰ブロックおよび高剛性減衰材の
調配合と繰返し三軸圧縮試験 

初年度の植栽減衰ブロックの調配合結果
に基づき，最適な調配合を探ると共に，基礎
直下に打設予定の高剛性の減衰材の可能性
を繰返し三軸圧縮試験により検討する。 
(4)軟弱地盤の常時微動測定 
 常時微動測定結果と土質調査報告結果の
適合性について検討するため，都内の軟弱地
盤域での微動測定を実施する。Ｈ／Ｖスペク
トル等の測定データの解析結果から，常時微
動と土質調査報告結果の相関性に関する検
討を行い，地盤種別等の推定の可能性を探る。 
 
２．研究の進捗状況 
(1)繰返し三軸試験機の整備 
三軸試験機の整備を行い，ダミー供試体を

用いて試験機の性能を確認した。また，植栽
用減衰ブロックを想定した供試体の調配合
を行い，多くの試験体に対し三軸試験を実施
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した結果，つなぎ材にアスファルト乳剤を用
いると高減衰が得られることが判明した。 
(2)複合基礎の動的相互作用解析 
実大規模の RC 造構造物を想定した地震応

答解析を実施した。その結果，開発を目指し
ている減衰材の有効性が示唆される結果が
得られたが，基礎外周部に配置計画していた
入力低減基礎梁は，逸散減衰を低減させ，逆
効果になる可能性のあることが判明した。 
(3)植栽減衰ブロックおよび高剛性減衰材の
調配合と繰返し三軸試験 

基礎直下に打設予定の高剛性の減衰材の
可能性を繰返し三軸圧縮試験により検討し
た。その結果，リサイクル率が極めて低い再
生微粒分と高炉水砕スラグを組み合わせる
ことで，高減衰性を有する地盤材料を得るこ
とが出来た。また，高炉水砕スラグの量によ
ってヤング係数をコントロールできる可能
性を見出すとともに，開発した地盤材料の拘
束圧依存性も解明された。さらに，３年度目
は，三軸圧縮載荷試験駆動装置を設置して，
高減衰材料を対象にＣＤ試験およびＣＵ試
験を試みた。 
(4) 軟弱地盤の常時微動測定および解析 
 軟弱地盤でのＨ／Ｖスペクトルと土質柱
状図に基づいて推定した 1次卓越周期との対
応性が良好なことを確認できた。 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 
一部のサブテーマについてはやや遅れて

いるが，全体を見渡した場合，おおむね順調
に進展しているといえる。遅れている項目は
高剛性減衰材の調配合と三軸圧縮試験があ
げられる。その理由は，３年目に導入した三
軸圧縮載荷試験駆動装置の整備の遅れと，圧
密完了に要する時間や力学特性に影響しな
い載荷速度が特定できなかったことである。 

 
４．今後の研究の推進方策 
 開発を目指している基礎直下に打設予定
の高剛性の減衰材は既往の研究では扱われ
ていない特殊な材料であり，３年度までに圧
密完了に要する時間や力学特性に影響しな
い載荷速度が特定できなかった。そこで本課
題の研究最終年度にあたる次年度は，まず高
減衰材料の圧密に関する影響要因を調べ，次
に高剛性を有した減衰材の圧縮特性を圧密
試験により確認し，最後に同材料の力学特性
をせん断試験により確認する。また，研究３
年度までに実施していた，軟弱地盤の常時微
動測定も継続し，データの蓄積を図る。さら
に，地震時を想定したパラメータ解析面では，
今まで実施した RC 造建物に加えて極軟弱地
盤上の木質建物を想定した解析も推し進め，
開発予定の複合基礎の有効性を確認する。 
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